
　春光うららかな候となりましたこの頃、リバーキーパーズの皆様方におかれましては、ますますご健勝の

ことと存じます。年度末の気ぜわしい時期でもありますので、体調など崩されぬようご自愛ください。

　今回は、２月１６日に行われました 「ホタル幼虫・稚魚放流」のイベント報告 と 「河川愛護月間“絵手紙”

受賞者」 と 「新たな外来種（オオカワヂシャ）」 についてお知らせします。

　　○ホタル幼虫・稚魚放流

　２月１６日(土)土器川生物公園ホタル水路

において､ホタルの幼虫と稚魚の放流が行

われました。当日はひつじヶ丘保育園の児

童など約４０名の参加者が､ゲンジボタルの

幼虫約７０匹をはじめ、丸亀市淡水漁業組

合が提供した フナの稚魚やモロコ、モクズ

ガニなど約２５００匹を元気いっぱいに放流

しました。

   ゲンジボタルが立派な成虫となって､土器

川周辺を飛び交うことを期待しています。

　平成２４年度河川愛護月間（７月１日～７月

３１日）に、国土交通省が全国の小学生・中

学生・高校生・一般の方々を対象に、「河川

愛護月間」“絵手紙”を募集したところ、全国

各地から １，３９６点の作品が寄せられまし

た。 国土交通省等による選考を経て、有識

者で構成する選定審査会における審査の結

果、２０点の入賞作品が決定しました。

　今年度の最優秀賞の国土交通大臣賞には

高松市立太田中学校２年の松井尚寿君（14）

が輝きました。

　受賞した作品は来年度の河川愛護月間の

推進ポスターや募集チラシなどに使われます。

他の受賞者と作品についてはこちら→ http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo03_hh_000588.html
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キーワード：イベント報告

キーワード：河川愛護月間“絵手紙”受賞者

　　　　最優秀賞（国土交通大臣賞）
高松市立太田中学校 ２年 松井 尚寿　君

四国からの最優秀
賞の受賞は初めて
のことです！
やったね！！！
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キーワード：新たな外来種（オオカワヂシャ）



土器川リバーキーパーズに関するお問合せは

国土交通省四国地方整備局
香川河川国道事務所 http://www.skr.mlit.go.jp/kagawa/

〒760-8546 高松市福岡町4-26-32
TEL：087-821-1623(計画課直通）　FAX：087-821-1713

土器川リバーキーパーズ通信は、皆様のご意見・ご質問に河川管理者としてお答えしていくものです。
土器川に関して、気になっていること、わからないことなど、どしどしと ご意見をお寄せください。


